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dP Sg-Ssを 用 い れ ば Vs>VCすなわち同一圧力下で涯体が固体より密であるよ
うな圧力領域があるとい うことを示すO但しこtこではSz>Ssは常に仮定 されているo
これが成立たなくなるということはまず考えられない｡ ところでこれら二群の物質の結晶
器 <構造を見ると 0の領域で殆んどが 10Selypackedな構造 をもっている.1唯-の

































物質 もありうるとい うことであるが,少 くともCsの場合には前記のようなメカニズムで








4ヱ (1972),1069を参照されたい.ポイン トは各原子の内部状態を表わす自由度 を導入
する点にある｡ 適当な近似の結果,計算 された相図は期待通 り融点 maximumや固体一固
体相転移等Csにみられる基本的特徴 を備 えているが,更に興味深いのは内部自由度を許





り方とは相容れないものになる｡ もう少 し電子状態をあらわにとり入れた IWOSpecies
modelを作ることも可能であるが,紙数の関係上省略させていただく｡
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